
更革期女性iこおける高脂血症・骨粗懸症対策に関する検討
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研究呂的

従来、女性iま5尊敬に比較すると言語綴血症鎖俊もf廷し動脈硬化後疾患の頻度も緩めて低いため女性

であること自体が動派硬化発症の上で安警の危軽量i羽子と考えられていた。しかしながらF悶mingha削 除制

studyでも更年類以降(f)女性では凝脂血症の頻度とともに動脈凝化発者主総の上昇が綴察されるとして事長

脅されている~裁が国の主主近のDataでも総裁以降の会伎では阪j育コレステロ-)レ220rr軍/de以上の認

コレステロール燦疫が50%以上に透することが康生省の綱霊長で紛らかにされておち"謀議齢化社会を迎

える現状?はその対策が重苦警である。

一方、更年期女性におけるもう一点三重姿なことは、 f号粗葉遺書室の発愛であり、その予妨も笈重要な社会

問長重である。この様な観点から、寄託iftはホルモン補充燦法{廷RT)が注鶴谷れている。米留では約30

%の受年綴女性持切Rτを受けているがわが国では10%に満たない。その理由として子議議襲、乳4議員警発

などの副作用の関長選とともにおRTによる統裁荻綴化作用のメカニズムが明らかiこされていないことが

あげられる。動脈硬化に対してLDLが促進的iこHDL治安節税約に作用することはよく知られている。

LDLに関しでは更年期にj撃した嘉勝劇症女役の検討からLDL(f)F;国ctionalcat必olic悶.teの低下によ号

溺脂血痕になることがま語られている31が、 HDLのJニ昇機溶については十分な検討がなされているとは

いえない。

また、近年動脈硬化祭委主義語講にI叡管内皮綴胞の障害警が主主包されている九とくに内皮総2きにおける

緩若分子発現を農変化LDLのリゾフォスファチジルコワン (LPC)が促進することが事霊祭苔れているヘ

そこで、笈年期女性における潟脂血主主に対してホルモン争議充療法の血清懸賞に及ぼす務事撃について

2霊祭、リポ3喪白、コレステロールエステル転送蛍自 (CETP) 設'(f~こ骨代謝に会長をあててt食言すした

ので報告をする。

研究方法

1)災毒素対象

誤月絞後女性2語名を対象に、 11名lこブレマリン (0.625rr理}を総書宇)、 18~~こプレマリン (0.625rr翠)

ととスロン (2.5mgもしくは 5mg)を (EP若手裏目投与したo HRT言号、後l、2、3カ月のI血液を

縁取した。さらに継続できた袋例については12カ月後の血液も採取した。

2) 接IJ茶~~貢包

血液脂質(コレステロール、ドjグリセリド、 HDL.:コレステロール、燐燃費)、リポ蛋白、アポ

室長自 (A.1、E、E)も L手 (a)、レシチンコレステロールアシルトランスフエラーゼ (LCAT)などは

さ苦綴待血機械いて、帝京大塁手織陵中央検ヨ長室;こで測定しむ CEτ'PiまSatoらの方士会で測定しが。
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A子役1)ノドゼ〈航。L);.1}ポ後E3lj~~-': -E (LPL) t没後i開腹時に体重1kgあたり10準佼となる

ようにへパリンを静脈注射し、 10分後に占禁忠した底清を胤いて、その活性を百議定した。

また、 LDLの覇変化に際して形成されるザソ。つスォヌファチジルコリン (LPC) の形成iこ潔わるPAF-

Acetyl HydroJase (PAF-AH) i苦伎については綴清を-20度Cに保存して一級して淵U:iをした九

←;灯、骨代裁については骨由来A1・p、j関石重量級抗J注護費フォスファタ…ゼ、インタクトオスラiオカ

ルシン、 PTHインタクト、 j;iJレシトニン、 1.25(OH)品、尿ではピリジノリン、デオキシピリジノ

ワン、 院ドロキシプロ 1)ンなとeの骨形成、吸収マーカーについて検討した。また、ー織の症例につ

いては骨翁設についても検討した。

研究結巣

エントワ…した慾考iま若手若手39~であったが、脂質事選i裏書孝素までベアで測定できたゑ者はき提 l に泳す

ように6群ll~ 、 EP総18名のみであり、 この29名についての鱗析を報t告する。各群において堅持経王手数、

BMIについては全く三塁は認められなかった。

E j韓独

EP~時F警

F竜群

me翁ぎを
会SD

Mean 
土5D

Mean 
土5D

対象

11 

18 

29 

1) Jill焚潟逮パラメーター

意提1

年齢
{歳}

49.5 

5.3 

53.4 

6.2 

51.9 
6.2 

HRT対象患者背景

言語綬
{重量)

45.8 

3.6 

49‘2 
3.0 

47.9 

3.6 

卵j両手術
{人}

6 

5 

11 

覇首経後年数

(年}

3.7 

4.4 

4.2 

4.9 

4.0 

4.7 

身長

(cml 

153.5 

5.2 

152.7 

6.4 

153.0 

6.0 

体E意
(kg) 

52.3 
私語

53.1 

9.6 

52.8 

8.7 

BMI 
(kgfl昨今

22.3 

3.7 

22.6 

3.0 

22.5 

3.3 

表 2!こは各綴質関i裏パラメータ}についてE苦手の結果をまとめた。従事長の議録どおり、 コレステ

t:J -}レの務干の{段下、 トリグリ々ワドの若予の上昇を認めるが、平守窓釜iま認、きうられなかった。…方、

リン総資とHDL同Ciま号車らかに上昇し、 アボ2量的A-Iもp=0.06と有滋ではないが上昇する綴肉をみ

せた。表3にはEP群の脂笈パラメ~ターを示した。コレステローJむの完苦手の低下iま附緩であるが、

トワグリセリドにはさ註く差が詩型められなか官、た。リン絡録、 HDL-C、アボ蛋E3A-1にも差が認めら

れなかった。プロゲスサロンの併用はよLストロジェンのお気改普効梁を打ち消す作用がおる可能性

が考えられた。しかし、綴向については存在するので、対象委主を増やすと.JZ.、ずしもよ乙ストロジぶン
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効巣を完全に打ち消すものではない可骨量殺がある o また、投与焼肉の問題も可能性として考えられ

たので48週後に治燃が継続できていた必例について検討を加えた。君主2、3に示したようにすべて

の傾向出保たれており、より顕著になり、併用群ではアポ笈自院の有意な低下が重量襲警dれた。次に

療費弱逮撃手索をみると、 LPL、CETPi委後法上昇する綴i告jにあるがtrITGL活性は低下綴ぬが認められ

る。 E群、 EP毒事あわせると ~Uと示したようにおTGL浴後会合会“怒川低下し、 CETP滋伎が手言語震に上昇

表 2 CE単独投与による脂質代謝系の変動 (E群)

投与潟始紛 12週経遜後 48 i援経遜後 pイ護<， r値51

TC 203.5ま25‘2 段差.8士30.0 200.5土28.0 0.6523 0.7755 

HDL-C 喜容.7 土1ι? 71. 6 土11.6 72.7 土15.0 弘幸122 0.0喜13

non語DL副c" 142.7土34.1 127.7土33.4 127.7土29.7 0.1650 0.17喜S

LDLω'CU 123.2士32.2 103.1玄28.7 108.0土30.4 0.0887 0.1987 

TG 97.4 土41.6 120.3士49.0 98.4 土36.7 0.0日98 0.9231 

Atherogenic Index 3' 3.54 :l: 1. 02 2.84 土0.68 2.86 :l:0.75 日.0170 0.0115 

TPL 222.0土16.3 256.3土23.5 245.5土20.0 0.0018 日.000宮

APO-AI 141. 3土21.1 168.2土11.1 153.6 I 29. 2 O.日183 0.4302 

AP号制喜 望書.7 土24.4 101. 8土21.4 事ふ4 土19.5 O. 7126 0.5966 

APO-E 6.号車 ニ主ふ4き 4.き4 土1.25 4.88 土2.07 0.0278 告書143喜

Lp (a) 31. 4 土4ふ3 29.5 土39.7 25.5 土34.4 告.6493 ふ2257

LPL 10.0 土5.07 10.0 土3.29 話.9989

HTGL 19.5 士8.49 20.8 土9.26 0.4479 

CETP 15.2 土3.20 16.4 土4.15 0.1436 

1) (τC)倫{話器L-Cl.2) (TC) -(HDレCJ胤 (TG)/5.3) (TC)/(HDL-C). 4) (0曹 vs'12管).5) (自wvs 48，，) 

表 3 C正十MPA併用投与による務質代議系の変動 (EP君事〉

投与開始前 12遡緩i晶後 48週緩i晶後 p笹川 p-綾肘

TC 201. 2土22.8 186.9土13.苦 187.6土20ふ 白。自554 0.1072 
HDL蜘召 56.1 士14.0 61. 9 士11.2 61. 9 士15.1 0.2220 日.事894
non韮DL-C" 144.5士20.9 125.0 .と19.8 125. 7土21.1 弘幸299 仏語397
LDL柵 C21 122‘告士22.1 98.1 士2ι4 i喜3.3士21.喜 O.言語54 号電話225
TG 109.3土65.5 134.1士110.号 111.8士7喜.8 自.1797 0.8641 

Atherogenic Index叫 3.15 士0.96 3.26 土1.03 3.18 :主0.11 0.0607 自.0事64
TPL 238.6士71.0 232.7土20.7 229.1土26.2 0.7755 自.6593
APO-AI 140.8士16.5 160.9土17.5 151.1土20.9 0.0047 0.1280 
AP自司車 93.3 土12.8 92.4 土17.5 93.2 士12.6 0.8744 0.9825 
APO-J! E禽 36 士1.45 5.83 土1.88 4.94 土14布告 0.3228 0.0001 
Lp (a) 2仏5 土30.4 14.草 士2吉.0 15.苦 土20.君 0.0851 0.1636 

LPL 7.43 土3.35 10.0 士3.04 0.5483 
HTGL 19.2 土5，的 15.9 士7.58 0.4110 
CETP 19.7 土4.74 21. 6 士5.04 0.2885 

1) (TC)ー(HDL-C).2) (TC) -(HDL-C)ー(TG)/5， 3) (TC) / (HDL-C). 4) (Ow vs 12wl， 5) (Ow vs 48w) 
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HRτ12f.号後における鰭質代話器系の変化率(%)の比較

C韮蝦娘 (E群) CEやMPAi時J喜(鮮群) 群簿上七較叫

TC 2.5 2.3 0.6913 
HDL“g + 22.5・ キ 7.9 0.0163 
non 話器L謝 C" 倫 11.2 8.号 0.8138 
LDL-C" 制 15.4 輸 14.6・ 仏8929

TG 争 14.6 手 8.2 。.1き11
Atherogenic Index" 制 20.6" 10.1 0.3211 

TPL キ 15.3" 一歩 4.6 告.0150
APO句AI + 12.8 + 1.0 0.5203 
APO-皐 + 6.8 1.4 O.喜415
APO個室 8.5 -13禽5・ 告.5621
Lp (a) 1.6 側 24.8 0.1592 

LPL + 13.5 + 32.2 0.4470 
話T註L 6.霊 側 10.8 0.1369 
己主TP ÷ 5.6 + 8.4 0.6656 

宮島4

(TC) / (HDL欄C)，4) non-paired t“test 1) (TC) -(HDレc)， 2) (すのー{紛レC)-(TG)/5，3) 
*: p < 0.05， * 省幹 p < 日.01

ナることが判明した。 HRTにおけるHDL-Cのよ昇にはCETPT重役の低下という後r-Tは考えられず、

むしろHTGL活性のfs;下iこ怒闘するところが大きいように思われる。な録、表4に息苦手と韮P喜平の比

リン脂質についてはアポ蚤怠践のみに務窓な遂を認、めた。車交を行った。爽味深いことに1)ン指質、

リポ芸達浅組成に2豊があるiiJ能性がある。プポE置自Bについては、 LDLi設を反映している可能性があ

る。そこマ1)ン翁笈が主として含まれているおDL分測について検討を加えた。 HDL分画はベァクマ

Effect of HRT on HDL and th告relat昏denzymesFig. 1 

* : P< 0.05 
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ンのE容よ建設主主心機を煎い

1. 063--1. 21 g /泌

を凶~Jl:し、その』首長壁、蛋

闘の絞殺を行った。給条

lまま設5に君去すようにP/PL

比は符滋援はないものの

総務、 EP華字ともに低下傾

向をえミした。すなわち、

ワンE警部こ密主必至DLが形

成されていると考えられ

た。これにませし、 TC/PL

P/PL 

T CI P l 

表 5 HDしにおける音量潟、 E商事電機成比の変化

C E 1事独投与 CE+MPA併用投与

投与開始前 日湖f覚書善後 f児島幸開始前 日i朋投与後

1.90土0.91 1066土0.64 2.34土1.50 2.18士1.86

0.64土0.25 0.83:1:0.23 0“74土0.31 1.17士0.32

Me2r1ま5D

P : P roteln 

P L P hosphollplds 

TC‘ C holesterol 

tヒを5もるとF司君季においてほとんど変化が認められなかった。すなわち、 HRTIこよち')ン鐙賞、コレ

ステロールiこ富むHDLの形成が観察されることが示唆された。

また、隠2に示したようにLDUこ総合しωLJ二マ印Cの形劇こかかわるPAF-AH活性科技Tで潟鮮

とも有意にかつ安定して低下していることが判明した。際化LDLのLPCは血管内皮に作用して炎絞

性接着分子であるVCAM-1を発凝させたり、一宮変化祭若者の産主主を抑制したり、抗血栓作婦を有する

トロンボ、モジユリンの発現を抑制するなどを介レて、動脈硬化を惹起するのに重要な役割を淡じて

いることが知られている。その意味ではHRTによりPAドAHT舌性が低下したということはLPCの級

生を抑制することとなり、動脈税化に対してそ予防的に作用する可能性が考えられる。

Fig. 2 Effect 01 HRT窃口幹lasmaPAF-AH activity 

.H  H O 彊》3Z、100% 

幸8 、、、、、、呼間抑制時四一一一ト竺二千[

Es智ogen
+ 

progesterorを

《3噌84 h70  

u《仏 6白

て。 T T 
2 

T 

3 Months 

Treatment period 
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2) 1号事長彩縦関i塞マ仙カ…

表6~こは幸子形成γ} カ一、す吸収マーカーについてまとめたお E喜平では脅形成マ…カーには変動

が認められないが、骨吸収マーカーについてはすべて有意Jこ抑制していた。一方、 EP群では挙狼群

に認められていた骨吸詩文マ}カーの号変動も朽ち浴されていた。 i潟若手間での差がないか検討したのが

表?である。群関上七絞では有意3農はないもののあきらかにE紛の管吸収マーカーに対する効巣をブ

ロジェステロンの併}告が打ち淡しているものと考えられた。

表 6 HRT12湾後における号{昔話首系の変動

HRT繍始喜章 12遡豪華道後 p附value ;l~

骨形成 f号車lp 51.11土 21.3 50.55 :!: 23.6 自.3394
干-h馴 OC 8.61 土 3.32 1.34 土 2.64 0.1683 
E害事り

5装pyr/Cr汰 35.10土 17.1 27.50土 8.44 0.0414 
管吸収 尿自-pyr/Cr!:t 7.00 φ 3.46 5.11 士 1. 53 0.0285 
す白書4 J!j1Hpr/Cr比 20.28土 7.75 13.86士 3.5日 0.0275 

党寝室 1. 00富士 告.13 0.98告土 0.14 0.1851 

骨形成! 営Alp 59.05士 19.6 55.16土 15.1 0.8546 

?ー主 IOC 8.70 + 3.94 6.52 + 2.26 0.1む44
EPI宇a

芸誌pyr/Cr!:t 31. 07土 10.9 25.42士 7.00 。.1041
脅吸i授 尿Eやyτ;Cr.上主 4.85 + 1. 87 4.21 ± 1.76 0.4020 
すー金剛 家Hpr/Cす比 17‘12土 5.44 12.71土 3.50 0.0713 

f警塚霊 1.自自3土 仏 13 1.0容器 ± 0.12 0.4284 

CE単主主投与、 2) CE様子A併般投与、 3) 事airedt明 test

表7 HRT12間後における骨代露首系の変化率(%)の比較

CEl罪猿 (E活字} C且+悶PA!'井滋 (EP群} 書草間比較け

骨形成 告tAlp 時 11.1 + 0.4 0.3336 
字句主 OC -12.8 -16.5 仏8411

尿Pyr/Cr!:t -15. 7・ 明 14.0 仏4957. 
望号毅収 主主かPyi:，/Cr.比 -17.3・ 6.1 0.4094 
すω寿司 E主Hpr/!むr比 側 24.苦・ 叩 20.8 0.603官

骨主露護ま 2.8 + 0.5 O.05Sfi 
'--
1) non下airedトtest. 本 p<自.05

考察

わがE惑におけるお歳以上の女'妓の死後i土、彼環器淡患が過半数をおめる。さらに加齢とともにその

比擦は増加し、 70員長代では5毒性の綴環器淡怒の比翼手を後ぐという。そして、受年嫁女性においてはエ

ストロジェン作用の低下とともに海路鼠犯の多是正見書高度の上斜も綴繁される。その特徴はコレスチロ…
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んの上昇とおDLコレステロー)vの室主下でi!;る。このような鎗気代議t異常の改善にホルモンの後充を行

なうということはさ当然のことである。しかし、ホルモンのま議交に{辛う変化が本さきに有利なものである

か検討するためには、そのメカニズムを明らかにすることが笈il¥fである。本研究では脂質代謝異常を

中心にそのメカニズムについて検討を加えた。更年期女性のHDL代謝については十分な検討がなされ

ていない。とくに災RTによるHDLl:鮮がどのような意味を有しているのか特羽していない。本研究に

おいても従来の欲望記と民様HRTによるE至。Lの上昇が綬察され、アボ蛋白ん1<0 J二発も差是察された。

おDLはコレステロール逆転送系において愛重要な役訴を演ずることはよく知られているが、その中心的

役割はマクロファージからのロレステロール除去とLDLにi道機するCETPに依拠するところが大きい齢、

また、 HDしコレステロールの制御にはアボ蛋白A-1の合成、 CETP活性、 HTGL総数が重要な役割を

演じ、 LPLt者数ぷ宇野滋におけるHDL受容銭湯伎が修室落語寺な伶織を有することが紛られているヘ本研究

においてCETP活性は上昇しLPL波数iこは有意な差が言君、められず宏、 HDL上昇にこれらのE喜子の喜善王子は

定される。一方、 HTGL活性の有苦言、~1ß:;Tが1観察きれることからHTGLが隠与している可能性が訟も考

えられる。しかし、 HTGL活性低下に鶏づくHDLの上手干カf動脈硬化発症に予防的に作用するか疑問の

あるところである。山下らによればCETP活性js:;下君主における動嫁硬化発疲滋若宮はHTGL活性の低下を

見たとしておヂ¥蕊TGLi言然低れこ基づく高HDL滋援は1芸ずしも好ましいもの't"!まない可書老後があるe

一方、 LDUこ際しでは程変化樹附受ける劇こ主主内LPC古溝品展磁化与を釦こち震く関わっていることが

最近の多くの研究が示してし、.:50 LPcil量生にはLDLょのPAF-必fが関与し鮮といるとの報告もあ号、本

研究でも検討したところHRTにより有意に低下を氷した。この作用は動脈級化発症にとっては予防的

に作F話する可音量性があり、今f去の検討が必要と考える。

また、ニLストロジェン;こ泳、そのホルモンE主体の宗寺つまえ義変化作用がその{とさ繁華誇造的iこも後員れIn

vitroでの幸員会が多数ある陥。しかし、これらの研究でiま祷濃度のエストロジふンが使浴されてお号、

必ずしも全体内での意義治霊長正切されるものではない。粉良らは、 invivoの綴襲警から、フ'レマリン 3段

O.625rr理の内服がlDLの被語変化性を抑制する作用を報告している11l。この被開設化性は患者LDLのCuイオ

ン海従ア?のTBARSを綴空襲したものであり、必γしも鋭敏をものではないが、有意な変動を義誕祭して

いる。さらに、 3;守男襲警のブレマザン投与後<0滋広告獄、E2濃度iま、犯1<0王子均が120p喜/me、践が60pg

/meと、緩めて低I農&で義見望書されている。このような章者巣は、必ずしもエストロジェン<Oll主主義幸雪作潟

というより、我々の観察しだPAF-組との関連制金く示唆するものとをきえよう。しかし、…ヌァ('Sack

ら12)，立、閉経後婦人を対象に、経費事Jlfc的、経主主的にょにストロジ、ょにンを投与し、 LDL酸化に聖書ナる時間

Oag time)をiJ!g定している。まま静波、綬E主的エストロジェン投与は、いずれもlag話meの真喜j訟を認め

てお号、中止するとお草ttmeは投与読までま愛護蓄されている。 lagtime!立後護変化後を意味するので、絞ら

の災寄金書在身さからはニLストロジェン投与後のLDL酸化の抑制作用はよ1:，;:1;トロジェン自身の義主義主化作尽に

よる可能性も十分考えられる。

また、 Jiangらはウサや取動脈においてエストロジェンは血管を約謀議杏せることを報管している回。

また、エンドセリン(股}長長生時や一酸化愛護管制。)15)におよ;ますよtストロジェンの作よ到などが報告
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されている。庖管内授は邸管作動物焚を主主役、放出して邸管トーヌスを言悪童話していることはよく知ら

わしている。その血管弛緩関予としてブロスタザイクリン (PGh) やNOが、また血管~文義者関子としてト

ロンボキサン (TX)んやETがある。この阜でもとくに阪管内皮から産主ときれるNOは強力でかつ生理主

的なぬ緩Iiil子として役浸されており、その調節税機は緩めて主主要芸である。このNOの産生が守護毒薬llil液

中のよLストロジェン(J)濃運をに相隠していることが幸整合されている略。また、 NOは要注意安を号車緩するだけ

でなく、 LDL(J)震菱化抑制、隊小手互の付者抑制jをするトロンボモジュ 1)ンの級生を完遂するなど童会見愛媛

化に対しては纏めて防御的にイ乍F持する。この制御因子としてエストロジェンが注目されているのであ

る。一方、酸化LDLはこのような内皮綴胞におけるNOによる動隊後化妨御機構に対して妨答関子と

して作用することが報告苔れている。ぶストロジェン地流_DLの酸化を予防するという綴点からは、…

援の意味でエストロジ、エンiこは話語版硬化予主主完全条が期待される。

よく匁られた芸評災't"あるが、ニLストロジェンには骨粗悉症に対する予紡効主義がある。本獄死でも骨

に立すTる効主義は骨吸i渓γーカーの手証言設な抑制効果吉党主羽された。このことはプロジェステロンの傍浴

でも問機に綴寒寒され、かつ主義還に詩唱しではよち効主義がはっき与していたことを考察すると、絵治療

法がより優れていると考えられる。もちろんヅロジェステロンは脂質についてはエストロジェンの作

屈を撃をギ抑制する主Ù~義が観察されるが、有意と ない。

E王RTの問題霊点i土、副作用としての乳織や子宮惑の防援護マある。ミこ2苦痛についてはヅロジェステロン

の併用が夜遂に抑制することが報告されているが、乳絡については統一告さな見解がなかった。昨年、

飲弊脅さなHRTのメタアナリシスが発表されたへこの発表ぜは21カ留の51税評誌をまとめたもので対象

とごとる慾、主主は更年英語女性53，865名であ号、うち日渓すを行なっていたのが33%の17，8ぬ唱であった。総

菜としては奴設すにより乳婚の犯対的危険↑がま1.35と省主撃にま譲治するとしている。また50自主からE汲Tを

開始すると 5年1:'1，∞9人あたり 2入、 10年で6人、 15年で12人増加するとしている。この総3誌はHRT
の専寺潟伎を疑問視するものと考えられる。今後、懸賞や骨に対する効果とこれら創作沼とのかねあい

で考慮すべき際還と考える。

今回の続発からはCa祭双としての牛乳の主主主義はあらゆる角度から変化をもたらさなかったが、 Caの

総長告が重要であることは論を待たない。逆に牛乳摂取により胸焚に対する彩警察が会くなかったという

点からCa摂取の有浴後だけが認議されるものと考えられる。慰霊をに対する手jJ籍後はLDLについては

E制 GCoA慾元熊素阻害子選択も十分引きだすことができるということから必ずしもHRTでなくても問

機の効薬吉宮得られるものと後後される。

結論

1)琢Tで緩められるHDL-Cの上昇は出作活性の変動よ寺町Glお伎の低下によりもたらされている

と考えられた。

2) HRTによるPAF-AHの低下はLDLにおけるLPCの産生持税制作胤している湾総性が考えられ疲管

内皮!務3撃に予防的に綴く可能性が示唆された。
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3) H設すによ1J1母宅設417ーカ-o:q守主まな;耳手続効果が雷、められ、脅級事室長以こはこのま喜での泌総伎が考え

られた。
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